
DS32EV400

DS32EV400  DisplayPort  Quad Equalizer

Literature Number: JAJSAW3



2009 年 10 月

1© National Semiconductor Corporation DS300319-06-JP

D
S

32E
V

400 D
isplayP

ort™
ク

ワ
ッ

ド
・

イ
コ

ラ
イ

ザ
ご注意 ：この日本語データ シー ト は参考資料と し て提供し てお り、 内容が最新でない

場合があり ます。製品のご検討およびご採用に際し ては、必ず最新の英文デー
タ シー ト をご確認 く ださ い。

DS32EV400

DisplayPort™ クワッド ・ イコライザ

DisplayPort™ は、 Video Electronics Standards Association (VESA) の商標です。

概要

DS32EV400 プログラマブル ・ クワッド ・ イコライザは、 4 つの
NRZ データ・チャネルの伝送損失を補償し、 メディアに起因す
る確定的ジッタ (DJ) を低減します。 DS32EV400 はケーブルと
FR4 トレース両方について最大 3.2Gbps までの動作に最適で
す。 各イコライザ ・ チャネルに入力のイコライゼーション ・ レベ
ルが 8 つずつあり、 3 つの制御ピンで同時に設定するか、 また
は SMBus ( シリアル ・ マネジメント ・ バス ) インタフェースを通じ 
て個々にプログラミングができます。 3.2Gbps では、 最大 14dB 
の損失をイコライズします。

イコライザは、 ロング ・ ランレングスの PRBS-31 などのデータ ・
パターンやバランスのとれた8b/10bなどのコードのためのAC結
合、 DC 結合両方のデータ ・ パスをサポートします。 CML ( カ  
レント ・ モード ・ ロジック ) 差動入出力が採用されています。

各チャネルは、 独立した信号検出出力と独立したイネーブル入
力を備えています。 SD 出力を EN に接続すると、 チャネルの 
パワーオン / パワーダウンを自動制御することもできます。

DS32EV400 は、 DisplayPort、 XAUI、 InfiniBand などの高速
データ伝送アプリケーションをはじめ、 各種のアプリケーション
に使用できます。

DS32EV400 は、 7mm × 7mm の 48 ピン ・ リードレス LLP パッ
ケージで供給されます。 2.5V または 3.3V 電源で動作します。 

特長

■ 3.2Gbps で最大 14dB の損失をイコライズ

■ プログラマブルな 8 つのイコライゼーション ・ レベル

■ 制御ピンまたは SMBus インタフェースで設定可能

■ 40 インチの FR4 トレースで最大 3.2Gbps で動作

■ 40 インチの FR4 トレース上での 3.2Gbps の動作で残留確定
的ジッタ (DJ) を 0.12UI まで低減

■ 2.5V または 3.3V の単一電源

■ 各チャネルに対する信号検出

■ 各チャネルに対するスタンバイ ・ モード

■ 広い入力コモンモードの AC 結合または DC 結合をサポート

■ 低消費電力 ： 2.5V で 375mW (typ)

■ 小型 (7mm × 7mm) の 48 ピン LLP パッケージ

■ HBM ESD 耐圧 : 9kV

■ － 40 ℃～＋ 85 ℃の動作温度範囲

アプリケーション

■ DisplayPort

■ XAUI

■ InfiniBand

■ その他の 8b10b アプリケーション

簡略アプリケーション図
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ピン説明

ピン名 ピン番号 I/O、 タイプ 説明

高速差動入力 / 出力 (I/O)

IN_0 ＋ 
IN_0 －

1
2

I、 CML イコライザへの反転および非反転 CML 差動入力。 IN_0 ＋と IN_0 －の間にオンチップの
100Ω 終端抵抗が内蔵されています。 Figure 6 を参照してください。

IN_1 ＋ 
IN_1 －

4
5

I、 CML イコライザへの反転および非反転 CML 差動入力。 IN_1 ＋と IN_1 －の間にオンチップの
100Ω 終端抵抗が内蔵されています。 Figure 6 を参照してください。

IN_2 ＋ 
IN_2 －

8
9

I、 CML イコライザへの反転および非反転 CML 差動入力。 IN_2 ＋と IN_2 －の間にオンチップの
100Ω 終端抵抗が内蔵されています。 Figure 6 を参照してください。

IN_3 ＋ 
IN_3 －

11
12

I、 CML イコライザへの反転および非反転 CML 差動入力。 IN_3 ＋と IN_3 －の間にオンチップの
100Ω 終端抵抗が内蔵されています。 Figure 6 を参照してください。

OUT_0 ＋ 
OUT_0 －

36
35

O、 CML イコライザからの反転および非反転 CML 差動出力。 OUT_0 ＋と VDD、 OUT_0 －と VDD
にオンチップの 50Ω 終端抵抗が内蔵されています。

OUT_1 ＋ 
OUT_1 －

33
32

O、 CML イコライザからの反転および非反転 CML 差動出力。 OUT_1 ＋と VDD、 OUT_1 －と VDD
にオンチップの 50Ω 終端抵抗が内蔵されています。

OUT_2 ＋ 
OUT_2 －

29
28

O、 CML イコライザからの反転および非反転 CML 差動出力。 OUT_2 ＋と VDD、 OUT_2 －と VDD
にオンチップの 50Ω 終端抵抗が内蔵されています。

OUT_3 ＋ 
OUT_3 －

26
25

O、 CML イコライザからの反転および非反転 CML 差動出力。 OUT_3 ＋と VDD、 OUT_3 －と VDD
にオンチップの 50Ω 終端抵抗が内蔵されています。 

イコライゼーション制御

BST_2 
BST_1 
BST_0

37
14
23

I、 LVCMOS BST_2、 BST_1、 BST_0 によってすべての EQ チャネルのイコライザ強度を選択。 
BST_2 は内部で High になっています。 BST_1 と BST_0 は内部でプルダウン。

デバイス制御

EN0 44 I、 LVCMOS イコライザ ・ チャネル 0 の入力をイネーブル。 High にすると通常の動作になります。 
Low にするとスタンバイ ・ モードになります。 EN は内部でプルアップ。

EN1 42 I、 LVCMOS イコライザ ・ チャネル 1 の入力をイネーブル。 High にすると通常の動作になります。 
Low にするとスタンバイ ・ モードになります。 EN は内部でプルアップ。

EN2 40 I、 LVCMOS イコライザ ・ チャネル 2 の入力をイネーブル。 High にすると通常の動作になります。 
Low にするとスタンバイ ・ モードになります。 EN は内部でプルアップ。

EN3 38 I、 LVCMOS イコライザ ・ チャネル 3 の入力をイネーブル。 High にすると通常の動作になります。 
Low にするとスタンバイ ・ モードになります。 EN は内部でプルアップ。

FEB 21 I、 LVCMOS ブーストを外部制御。 High にすると、 BST_[2:0] ピンによってイコライザのブースト設定値
が制御されます。 Low にすると、 SMBus (Table 1 参照 ) のレジスタ ・ ビットによってイコライ   
ザのブースト設定値が制御されます。 FEB は内部でプルアップされています。

SD0 45 O、 LVCMOS イコライザのチャネル 0 信号検出出力。 信号を検出すると High になります。

SD1 43 O、 LVCMOS イコライザのチャネル 1 信号検出出力。 信号を検出すると High になります。

SD2 41 O、 LVCMOS イコライザのチャネル 2 信号検出出力。 信号を検出すると High になります。

SD3 39 O、 LVCMOS イコライザのチャネル 3 信号検出出力。 信号を検出すると High になります。

電源

VDD 3, 6, 7,
10, 13,
15, 46

電源 VDD は 2.5V ± 5％または 3.3V ± 10％です。 VDD ピンは、 低インダクタンスのパスで VDD
層に接続します。 各 VDD ピンとグラウンド ・ プレーンの間に 0.01μF のバイパス ・ コンデン
サを接続します。

GND 22, 24,
27, 30,
31, 34

電源 グラウンド ・ リファレンス電圧。 GND は、 低インピーダンスの経路でグラウンド層に接続しま 
す。

DAP PAD 電源 グラウンド ・ リファレンス電圧。 パッケージの中央にある露出パッドはボードのグラウンド ・ プ
レーンに接続しなければなりません。
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ピン説明 ( つづき )

Note: I ＝入力 O ＝出力

ピン配置図

製品情報

ピン名 ピン番号 I/O、 タイプ 説明

シリアル ・ マネジメント ・ バス (SMBus) インタフェース制御ピン

SDA 
SDC 
CS

18
17
16

I/O、 LVCMOS
I、 LVCMOS
I、 LVCMOS

データ入出力 ( 双方向 )。 内部でプルアップ。

クロック入力。 内部でプルアップ。

チップ ・ セレクト。 プルアップすると、 本イコライザの SMBus レジスタへのアクセスが有効に 
なります。 プルダウンすると、 本イコライザの SMBus レジスタへのアクセスが無効になりま 
す。 詳細については、 「システム ・ マネジメント ・ バス (SMBus) と構成レジスタ」 の項を参 
照してください。

その他

Reserv 19, 20
47,48

予約済みです。 接続しないでください。
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絶対最大定格 (Note 1)

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。 

関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。

推奨動作条件

電気的特性

特記のない限り、 デフォルトのレジスタ設定で推奨動作電源電圧および動作温度範囲に対して適用。

電源電圧 (VDD) － 0.5V ～＋ 4.0V

CMOS 入力電圧 － 0.5V ＋ 4.0V

CMOS 出力電圧 － 0.5V ～ 4.0V

CML 入出力 (I/O) 電圧 － 0.5V ～ 4.0V

接合部温度 ＋ 150 ℃

保存温度範囲 － 65 ℃～＋ 150 ℃

リード温度 ( ハンダ付け、 4 秒 ) ＋ 260 ℃

ESD 耐圧

 人体モデル (HBM)、 1.5kΩ、 100pF 9kV 以上

 EIAJ、 0Ω、 200pF 250V 以上

熱抵抗 
 θJA、 エアフローなし 30 ℃ /W

最小値 代表値 最大値 単位

電源電圧 (Note 9)

VDD2.5 ～ GND 2.375 2.5 2.625 V

VDD3.3 ～ GND 3.0 3.3 3.6 V

周囲温度 － 40 25 ＋ 85 ℃
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電気的特性 ( つづき )

特記のない限り、 デフォルトのレジスタ設定で推奨動作電源電圧および動作温度範囲に対して適用。
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電気的特性 ( つづき )

特記のない限り、 デフォルトのレジスタ設定で推奨動作電源電圧および動作温度範囲に対して適用。

Note 1: 絶対最大定格は、 IC に破壊が発生したり、 使用不能になったり、 信頼性や性能が低下する可能性のあるリミット値を示します。 これは、 絶対最大

定格において、 または推奨動作条件に示されている動作条件を越える条件でこのデバイスが有効に機能することや品質が劣化しないことは意味して

いません。 推奨動作条件とは、 このデバイスが有効に機能する条件を示しており、 これらを超えた条件ではこのデバイスを使用しないように注意して

ください。 絶対最大定格の各数値は接合部温度が－ 40 ℃～＋ 125 ℃の範囲で保証します。 これは最大動作電圧に対してのみ有効です。

Note 2: 代表値は、 VDD ＝＋ 3.3V、 TA ＝＋ 25 ℃で、 製品の特性を評価した時点における推奨動作条件下での最も可能性のあるパラメータの基準値を表

しており、 保証値ではありません。

Note 3: 電気的特性の表は、 推奨動作条件で使用した場合に保証される特性を示しています。 ただし、 電気的特性や注記で特に変更または指定している

場合はその限りではありません。 代表値は推定値であり、 この値を保証しているものではありません。

Note 4: 代表的動作条件において許容されている電源ノイズ ( 正弦波の mVP － P 値 ) です。

Note 5: 仕様値は特性の評価により保証されている値で、 量産時における試験は行っていません。

Note 6: 確定的ジッタ (DJ) は、 差動出力ピン (Figure 1 のポイント C) での測定値から、 テスト ・ チャネル (Figure 1 のポイント A) の前の確定的ジッタ (DJ) を  

引き算した値になります。 ランダム ・ ジッタは、 平均化または同様の手段を使って削除します。

Note 7: クロックのような {11111 00000} パターンで測定。

Note 8: イコライザによるランダム・ジッタは、√(JOUT
2 － JIN

2) と定義されます。 JOUT は、ps 単位でのイコライザ出力におけるランダム・ジッタの rms 値 (Figure 1  
のポイント C を参照 ) で、 JIN は、 ps 単位でのイコライザ入力におけるランダム ・ ジッタの rms 値 (Figure 1 を参照 ) です。

Note 9: VDD2.5 では VDD ＝ 2.5V ± 5％、 VDD3.3 では VDD ＝ 3.3V ± 10％です。
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電気的特性 — シリアル ・ マネジメント ・ バス ・ インタフェース 
特記のない限り、 推奨動作電源電圧および動作温度範囲に対して適用。

Note 10: 推奨値。 このパラメータは試験されていません。

Note 11: 1 個のバス ・ セグメント当たりの推奨最大容量負荷は 400pF です。

Note 12: 最大終端電圧は、 このデバイスの電源電圧と同じです。

Note 13: SMBus 2.0 物理層の仕様に準拠。 詳細は、 「システム ・ マネジメント ・ バス (SMBus) 仕様書バージョン 2.0」 の 「3.1.1 SMBus 共通 AC 仕様」 を参  

照してください。
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システム ・ マネジメント ・ バス (SMBus) と 

構成レジスタ

システム ・ マネジメント ・ バス ・ インタフェースは、 SMBus 2.0 
物理層の規格に準拠しています。 チップ ・ セレクト信号の使用 
は必須です。 CS ピンを High にしておくと、 SMBus ポートから 
構成レジスタにアクセス可能になります。 CS ピンを Low にする 
と、 そのデバイスの SMBus が無効になり、 ホストからバス上の
ほかのスレーブ・デバイスへの通信が可能になります。 スタンバ 
イ状態では SMBus はアクティブのままです。 SMBus 上のほか 
のデバイスへの通信をアクティブにするときは、 DS32EV400 へ
の CS 信号を Low にする必要があります。

すべての DS32EV400 のアドレス・バイトは AC'h です。 SMBus 
2.0 仕様に基づき、 DS32EV400 は 7 ビットのスレーブ ・ アドレ
ス (1010110'b) を持っています。 LSB は 0'b にセットされるので 
( 書き込みの場合 )、8 ビット値は 1010 1100'b すなわち AC'h に 
なります。 

SDC ピンと SDA ピンは 3.3V LVCMOS 信号を送出し、 ハイ ・ 
インピーダンス内部プルアップ抵抗を備えています。 SMBus の 
負荷と速度によっては、 低インピーダンスの外付けプルアップ
抵抗が必要になります。 ただしこれらの入力は 5V 耐圧ではあり 
ません。

SMBusを介したデータ転送

通常動作では、 SDC が High の間、 SDA 上のデータは安定し
ていなければなりません。

SMBus には 3 つの固有な状態があります。

START: SDC が High のとき SDA の High から Low への遷移 
は、 START 状態のメッセージを示します。

STOP: SDC が High のとき SDA の Low から High への遷移は、 
STOP 状態のメッセージを示します。

IDLE: 最後に検出された STOP 状態から時間 tBUF を超えて 
SDC と SDA の両方が High 状態である場合、 または High 状
態の合計時間が仕様に定められた最大値tHIGHを超えた場合、
バスは IDLE 状態に移行します。

SMBus トランザクション

デバイスは書き込みトランザクションと読み出しトランザクション
をサポートしています。 レジスタのアドレス、 タイプ ( 読み出し / 
書き込み、 読み出し専用 )、 デフォルト値、 機能の詳細につ
いては、 レジスタ説明表を参照してください。

レジスタの書き込み

レジスタの書き込みには、 以下の手順が使用されます (SMBus
2.0 仕様を参照 )。

1. ホスト ( マスタ ) が SMBus チップ・セレクト (CS) 信号を High
にしてデバイスを選択します。

2. ホストが START 状態、 7 ビットの SMBus アドレス、 書き込
みを示す 「0」 を送信します。

3. デバイス ( スレーブ ) が ACK ビット ( 「0」 ) を送信します。

4. ホストが 8 ビットのレジスタ ・ アドレスを送信します。

5. デバイスが ACK ビット ( 「0」 ) を送信します。

6. ホストが 8 ビットのデータ ・ バイトを送信します。

7. デバイスが ACK ビット ( 「0」 ) を送信します。

8. ホストが STOP 状態を送信します。

9. ホストが SMBus CS 信号を Low にしてデバイスの選択を解 
除します。

書き込みトランザクションが完了すると、 バスが IDLE 状態にな
り、 ほかの SMBus デバイスとの通信が可能になります。

レジスタの読み出し

レジスタの読み出しには、 以下の手順が使用されます (SMBus
2.0 仕様を参照 )。

1. ホスト ( マスタ ) が SMBus チップ・セレクト (CS) 信号を High
にしてデバイスを選択します。

2. ホストが START 状態、 7 ビットの SMBus アドレス、 書き込
みを示す 「0」 を送信します。

3. デバイス ( スレーブ ) が ACK ビット ( 「0」 ) を送信します。

4. ホストが 8 ビットのレジスタ ・ アドレスを送信します。

5. デバイスが ACK ビット ( 「0」 ) を送信します。

6. ホストが START 状態を送信します。

7. ホストが 7 ビットの SMBus アドレスと、 読み出しを示す 「1」
を送信します。

8. デバイスが ACK ビット ( 「0」 ) を送信します。

9. デバイスが8ビットのデータ値(レジスタ内容)を送信します。

10. ホストが読み出し転送の終了を示す NACK ビット ( 「1」 ) を
送信します。

11. ホストが STOP 状態を送信します。

12. ホストが SMBus CS 信号を Low にしてデバイスの選択を解 
除します。

読み出しトランザクションが完了すると、 バスが IDLE 状態にな
り、 ほかの SMBus デバイスとの通信が可能になります。

詳細は Table 1 を参照してください。



9www.national.com/jpn/

D
S

32E
V

400

システム ・ マネジメント ・ バス (SMBus) と構成レジスタ ( つづき )

TABLE 1.  SMBus Register Address

Note: RO ＝読み取り専用、 RW ＝読み取り / 書き込み
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システム ・ マネジメント ・ バス (SMBus) と構成レジスタ ( つづき )

FIGURE 1.   Test Setup Diagram

FIGURE 2.   CML Output Transition Times

FIGURE 3.   Propagation Delay Timing Diagram

FIGURE 4.   Signal Detect (SD) Delay Timing Diagram
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システム ・ マネジメント ・ バス (SMBus) と構成レジスタ ( つづき )

FIGURE 5.   Enable (EN) Delay Timing Diagram

FIGURE 6.   Simplified Receiver Input Termination Circuit

FIGURE 7.   SMBus Timing Parameters
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DS32EV400 機能説明

DS32EV400 は、 バックプレーンやケーブル上で最大 3.2Gbps
までの動作に最適なプログラマブル ・ クワッド ・ イコライザです。

データ ・ チャネル

DS32EV400 には 4 つのデータ ・ チャネルがあります。 各デー 
タ ・ チャネルは、 Figure 8 に示すようにイコライザ段、 増幅制 
限器、 DC オフセット補正ブロック、 CML ドライバで構成されて
います。

FIGURE 8.   Simplified Block Diagram

イコライザのブースト制御

各データ ・ チャネルは、 8 つのレベルのイコライゼーション ・
ブーストをプログラミングする機能を備えています。 FEB ピンの
状態により、 ブーストの設定値の制御方法が決まります。 FEB 
ピンを High にすると、 イコライザのブースト設定値は、 Table 2 
に示すようにブースト設定ピン (BST_[2:0]) によって制御されま
す。 この設定方法を選択すると、 ブースト設定ピンで選択され 
たブースト設定値がすべてのチャネルに適用されます。 FEB ピ
ンを Low にすると、 イコライザのブースト ・ レベルは SMBus に
より制御されます。 この設定方法は、 適切な SMBus レジスタ
により選択されます (Table 1 を参照 )。 この方法を使用すると、 
イコライザのブースト設定値を各チャネル別に設定できます。
FEB は内部でプルアップされているため ( デフォルト設定 )、未
接続状態にしておくと、 ブースト設定値はブースト設定ピン
(BST_[2:0]) により制御されます。 8 つのレベルのブースト設定
により、 DS32EV400 は広範囲な伝送メディア損失やデータ転
送レートに対処できます。

TABLE 2.  EQ Boost Control Table

デバイスの状態とイネーブル制御

DS32EV400 には、 各データ ・ チャネルに対してデバイスの消
費電力を制御できるイネーブル機能があります。 この機能は、 
レジスタ 07 を 00'h ( デフォルト値 ) に設定した状態でイネーブ 
ル ・ ピン (EN_n) により制御できます。 または、 SMBus ポート
から構成可能なイネーブル制御ビット ・ レジスタでも制御できま
す。 この場合は、 レジスタ 07 を 01'h に設定した状態で、 レジ
スタ 03 と 04 のレジスタ値を変更します ( レジスタの詳細につい
てはTable 1とTable 3を参照)。 外部のEN_nピンまたはSMBUS   
レジスタによってこのイネーブル機能をオンにすると、 対応する
データ ・チャネルがアクティブ状態になり、 デバイスのすべての
ブロックが規定されたとおりに機能します。 DS32EV400 はスタ
ンバイ・モードにして省電力動作にもできます。 スタンバイ・モー 
ドでは、 SMBus ポートと信号検出回路などの制御インタフェー
スのみが働きます。

TABLE 3.  Controlling Device State

6 ミル ・ マイク
ロストリップ

FR4 トレース
長 ( インチ )

24 AWG
2 芯同軸

ケーブル長
(m)

1.6GHz での
チャネル損失

(dB)

BST_N
[2、 1、 0]

0 0 0 0 0 0

5 2 3 0 0 1

10 3 6 0 1 0

15 4 7 0 1 1

20 5 8 1 0 0
( デフォルト )

25 6 10 1 0 1

30 7 12 1 1 0

40 10 14 1 1 1

レジスタ
07 ビット 0

EN ピン
(CMOS)

CH 0: 
レジスタ 03 ビット 3

CH 1:
レジスタ 03 ビット 7

CH 2:
レジスタ 04 ビット 3

CH 3:
レジスタ 04 ビット 7

(EN 制御 )

デバイスの
状態

0 : 無効 1 X アクティブ

0 : 無効 0 X スタンバイ

1 : 有効 X 0 アクティブ

1 : 有効 X 1 スタンバイ
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DS32EV400 機能説明 ( つづき )

信号検出 

DS32EV400 には、 各データ ・ チャネルに信号検出回路があり
ます。 各チャネルの信号の状態は、 SMBus レジスタ (Table 1 
を参照 ) の信号検出ビット (SDn) を読み取るか、 各 SDn ピンの
状態により判断できます。 出力が論理 High のときは、ON スレッ 
ショルド値 (SD_ON と呼ばれます ) を超えた信号があることを示
しています。 出力が論理 Low のときは、入力信号が OFF スレッ 
ショルド値 (SD_OFF と呼ばれます ) 未満になったことを示してい
ます。 これらの値は SMBus から設定されます (Table 1)。 スレッ  
ショルド値が SMBus から設定されない場合、 Table 4 に示され 
ているデフォルト値になります。 信号検出スレッショルド値は 
SMBus から変更できます。 規定されたスレッショルド値はすべ
て、 このデバイスの入力における DC ピーク ・ ツー ・ ピーク差
動信号 ( 正信号－負信号 ) です。

TABLE 4.  Signal Detect Threshold Values

出力レベルの制御

各チャネルの CML ドライバの出力振幅は、 SMBus から制御で
きます (Table 1 を参照 )。 デフォルトの出力レベルは 620mVp-p  
です。 次の表は設定可能な出力レベル値を示しています。

TABLE 5.   Output Level Control Settings

自動イネーブル機能

使用しないチャネルは省電力スタンバイ ・ モードにしておくと良
いでしょう。 このためには、各チャネルについて信号検出 (SDn) 
ピンをイネーブル (ENn) に接続します (Figure 9 を参照 )。 この  
機能を正しく働かせるには、レジスタ 07 のレジスタ値を 00'h ( デ 
フォルト値 ) に設定しなければなりません。 データ ・ チャネルに 
印加された入力信号振幅が Table 4 に示された電圧レベルのス 
レッショルド値を超えると、 SDn 出力ピンは High になります。
SDn ピンを ENn ピンに接続すると、 データ ・ チャネルのイコラ
イ ザ、 増 幅 制 限 器、 出 力 バ ッ フ ァ が イ ネ ー ブ ル と な り、
DS32EV400 は自動的にアクティブ状態になります。 入力信号 
振幅が、 SD_OFF スレッショルド ・ レベルを下回ると、 SDn 出
力は Low になり、 チャネルがスタンバイ状態になります。

チャネル 0:
ビット 1

チャネル 1:
ビット 3

チャネル 2: 
ビット 5

チャネル 3:
ビット 7

チャネル 0: 
ビット 0

チャネル 1: 
ビット 2

チャネル 2: 
ビット 4

チャネル 3: 
ビット 6

SD_OFF
スレッショルド

値
レジスタ 06 

(mV)

SD_ON
スレッショルド

値
レジスタ 05 

(mV)

0 0 40
( デフォルト )

70
( デフォルト )

0 1 30 55

1 0 55 90

1 1 45 75

全チャネル :
ビット 3

全チャネル :
ビット 2

出力レベル ・
レジスタ 08

(mVP-P)

0 0 400

0 1 540

1 0 620 ( デフォルト )
1 1 760
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DS32EV400 アプリケーション情報

FIGURE 9.   Automatic Enable Configuration

DisplayPort™ アプリケーション

DS32EV400 を使用すると、 DisplayPort アプリケーションの最大
ケーブル長を延長できます。 DisplayPort のケーブル長は一般 
に 6m までです。 DS32EV400 イコライザ利用時は、 最大ケー 
ブル長の公称値が 12m に倍増します。 クワッド ・ デバイスでは 
1、 2、 または 4 チャネルのアプリケーションをサポートできます。

DS32EV400 は DisplayPort の高速ビデオ ・ チャネルに対応し
ており、 最大ケーブル長を公称 6m から 12m に倍増できます。
3Gbps で 20dB のイコライゼーションが可能なので、 2.7Gbps の
DisplayPort アプリケーションにも適しています。 28 AWG ケーブ  
ルの場合、 入力では最大 10m、 出力では 2m をサポートし、
最大長は合計で 12m となります。 DisplayPort の AUX チャネル 
は低速ラインのため、 通常はイコライザなしで延長可能です。
DisplayPort はケーブル上で 1.5W の電力を供給しており、
DS32EV400 の駆動にも利用できます。 1 チャネル ・ バージョン 
(DS32EV100) も用意されています。

使用していないイコライザ ・ チャネル

使用しないチャネルはすべてスタンバイ ・ モードにしておくこと
を推奨します。

一般的な注意事項

DS32EV400 は優れた性能を提供する高性能のデバイスです。
高伝送速度に関連した部分の設計には十分に注意し、 電源は
低ノイズのものを使用する必要があります。 高速度設計に関連
するそのほかの詳細情報について 「LVDS オーナーズ ・ マニュ
アル」 を参照し、 信号品質問題に対処してください。

差動ペアに対するプリント基板のレイアウト

この CML 入出力は、 差動インピーダンスを 100Ω にしておく
必要があります。 CML の配線 ( 特に入力配線 ) は、 できるだ
けすべてをプリント基板上の 1 つの層に配線するようにします。
ビアはできる限り使用しないでください。 ビアを使用しなければ

ならない場合はできるだけ少なくし、 各差動ペアに対して対称
的に配置する必要があります。 CML 信号は、 プリント基板上
の他の信号やノイズ発生源から離して配線します。 LLP パッ
ケージの詳細についてはアプリケーション・ノート AN-1187 を参
照してください。

電源バイパス

DS32EV400 の電源が問題なく供給されるためには、 次の 2 つ
のことに注意してください。 まず、 電源ピン (VDD) とグラウンド
(GND) ピンは、 プリント基板の近接層上に配置された電源層に
接続するようにします。 基板の層はできるだけ薄くして、 VDD
層と GND 層で容量成分を持ったローインダクタンスを形成する
ようにします。 次に、 バイパス ・ コンデンサを適切に使用して
電源をバイパスする必要があります。 0.01μF のバイパス ・ コン
デンサを、 できる限りデバイス本体に近づけて各 VDD ピンに接
続します。コンデンサは小型のものを使用すると配置しやすくな
ります。 さらに、 電源のバイパス回路に、 2.2μF ～ 10μF の
コンデンサを 3 つ入れてください。これらのコンデンサとしては、
タンタル ・ コンデンサまたは等価直列抵抗 (ESR) が非常に小さ
いセラミック ・ コンデンサを使用し、 デバイスにできるだけ近づ
けて配置します。

DC 結合

DS32EV400 は、外付け AC 結合コンデンサによる AC 結合と、
アップストリーム ・ ドライバまたはダウンストリーム ・ レシーバへの
DC 結合をサポートしています。 DC 結合の場合、 ユーザーは 
入力信号コモンモードを 「電気的特性」 の VICMDC の範囲内
に収め、 デバイス出力を VDD への 50Ω 抵抗により終端する必
要があります。 デバイスのパワーオン / パワーダウン時には、 
DS32EV400 とダウンストリーム ・ レシーバも同時にパワーオン /
パワーダウンしてください。 これは、 パワーダウン時に 
DS32EV400 の出力における内部 ESD 構造がダウンストリーム・
レシーバによってオンにされることを防ぐためです。
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代表的な性能アイパターンおよび性能特性

Figure 8. Equalized Signal
(40 In FR4, 1 Gbps, PRBS7, 0x07 Setting)

Figure 10. Equalized Signal
(40 In FR4, 3.2Gbps, PRBS7, 0x07 Setting)

Figure 12. Equalized Signal
(32 In Tyco XAUI Backplane, 3.125 Gbps, PRBS7,

0x07 Setting)

Figure 9. Equalized Signal
(40 In FR4, 2.5Gbps, PRBS7, 0x07 Setting)

Figure 11. Equalized Signal
(10m 24 AWG Twin-AX Cable, 3.2 Gbps, PRBS7,

0x07 Setting)

Figure 13. DJ vs. EQ Setting (3.2 Gbps)
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生命維持装置への使用について
ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダク ター社の製品は、 ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダク ター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL  
COUNSEL) の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用する こ とは
認められていません。
こ こ で、 生命維持装置またはシステム と は （a） 体内に外科的に使用される こ と を意図された もの、 または (b) 生命を維持あ るいは
支持する ものをいい、 ラベルによ り 表示される使用法に従って適切に使用された場合に、 これの不具合が使用者に身体的障害を与
え る と 予想される ものをいいます。 重要な部品 と は、 生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、 これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因 と な り それらの安全性や機能に影響を及ぼすこ と が予想される ものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関し て、 弊社ではその責を負いません。 

また掲載内容は予告無 く 変更される こ とがあ り ますのでご了承 く だ さい。

ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダク ター ジャパン株式会社

本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料 （日本語 / 英語） はホームページよ り入手可能です。 www.national.com/jpn/

こ の ド キ ュ メ ン ト の内容はナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社製品の関連情報 と し て提供されます。 ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社  
は、 こ の発行物の内容の正確性または完全性について、 いかな る表明または保証もいた し ません。 また、 仕様 と 製品説明を予告な
く 変更する権利を有し ます。 この ド キ ュ メ ン ト はいかなる知的財産権に対する ラ イセン ス も、 明示的、 黙示的、 禁反言によ る惹起、
またはその他を問わず、 付与する ものではあ り ません。

試験や品質管理は、 ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社が自社の製品保証を維持する ために必要と考え る範囲に用いられます。 政府が 
課す要件によ って指定される場合を除き、 各製品のすべてのパラ メ ータの試験を必ずし も実施するわけではあ り ません。 ナシ ョ ナ
ル セ ミ コ ンダ ク ター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社の部品  
を使用し た製品および製品適用の責任は購入者にあ り ます。 ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社の製品を用いたいかな る製品の使用ま 
たは供給に先立ち、 購入者は、 適切な設計、 試験、 および動作上の安全手段を講じ なければな り ません。

それら製品の販売に関するナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社と の取引条件で規定される場合を除き、ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社  
は一切の義務を負わないもの と し、 また、 ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダ ク ター社の製品の販売か使用、 またはその両方に関連する特定目 
的への適合性、 商品の機能性、 ないしは特許、 著作権、 または他の知的財産権の侵害に関連し た義務または保証を含むいかな る表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductor と ナシ ョ ナル セ ミ コ ンダク ターのロゴはナシ ョ ナル セ ミ コ ンダク ター コーポレーシ ョ ンの登録商標です。その他のブ ラ ン ド     
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。

Copyright © 2010 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧 く だ さい。

外形寸法図 特記のない限り inches (millimeters)

48-pin LLP Package (7 mm x 7 mm x 0.8 mm, 0.5 mm pitch)
Order Number DS32EV400SQ

Package Number SQA48D
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